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地方創生推進シティプロモーション事業運用業務委託 

プロポーザル仕様書 

 

１．業務名 

地方創生推進シティプロモーション事業運用業務委託 

 

２．業務の目的 

  当該業務は、当町の地方創生推進交付金事業「移住定住施策と連動したあびら教育プラン推進

プロジェクト」におけるシティプロモーション事業の運用業務委託であり、当該プロジェクトは、

震災後に進めてきた町独自の“遊び”、“学び”、“挑戦”を創出する取組み（通称、あびら教育プ

ラン）を新たに建設される学校を含む町内全小中学校への導入により、魅力化を図りつつ、学校

の魅力を最大限に生かした移住定住施策とプロモーションを行うことで、相乗効果を生み、持続

的なまちづくりを目指しているところである。 

  本業務は、当グループが所管するシティプロモーション事業は、「動画」「ソーシャルネット

ワークサービス（SNS）」２つの媒体を活用した情報発信により、本プロジェクト達成に向け、寄

与することを目的とする。 

 

３．委託業務の内容 

 当該業務は、「エリア放送番組制作」「町公式ＳＮＳ等運用」の２つで構成しており、２つの媒

体を活用、情報の横展開を図ることでより良い効果を生むことを期待している。各業務における想

定業務と稼働は以下のとおり。 

 （１）エリア放送番組制作 

  ・企画立案、調整（３時間×１５回×１２月） 

  ・取材撮影（ ３時間×１５回×１２月） 

  ・編集（３時間×１５回×１２月 

  ・Youtubeアカウント管理（３時間×１５回×１２月） 

  ・取材対応 （５営業日前連絡で対応） 

 （２）町公式ＳＮＳ等運用（フェイスブック・インスタグラム投稿等） 

  ・企画立案、調整時間（３時間×８回×１２月） 

  ・取材撮影時間（３時間×８回×１２月） 

  ・記事執筆（３時間×８回×１２月） 

  ・取材対応（ ４日前連絡で対応） 

 （３）共通 

・安平町担当者との打合せ 
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  必要に応じて打合せは訪問・電話・メールにて適宜行うものとする。 

・業務報告書作成 

 月次及び年次で報告書を作成すること。内容等は別途協議とする。 

 

４．業務遂行上の留意点 

業務遂行する上で、不明点・明示なき事項などについては都度安平町と協議し決定をしたうえ

で進めること。安平町からの質問や不具合対応など真摯に対応を行うこと。当該業務に関わる費

用並びに交通費等の諸費用については、契約金額に含むこと。 

 

５．成果品 

(１) 業務報告書 

 (２) エリア放送オリジナル番組制作分数（６０分×月２回×１２月） 

 (３) 町公式ＳＮＳ等の投稿（３時間×８回×１２月） 

   ※公募段階による想定のため、企画提案による。 

※成果品は全て当町に帰属するものとする。 

 

６．その他 

 企画提案書作成等の参考になるものとして、以下のものを示すので、必要に応じて参照すること。 

 (１) 安平町総合計画 

   https://www.town.abira.lg.jp/gyosei/sogo-keikaku 

 (２) 安平町の各種計画・ビジョン等 

   https://www.town.abira.lg.jp/gyosei/kakushu-keikaku 
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  (３) 地方創生推進交付金事業 

 

 

以上 


